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書
評
・
紹
介

山
本
和
彦
著 

『
イ
ン
ド
新
論
理
学
の
解
脱
論
』

佐　
　

藤　
　

宏　
　

宗

　

本
書
は
、
著
者
が
二
〇
一
二
年
に
大
谷
大
学
に
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
で
あ
り
、
そ
の
基
礎
は
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で

客
員
研
究
員
と
し
て
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
に
赴
任
し
た
際
の
在
外
研
究
報
告
書
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

古
代
イ
ン
ド
論
理
学
関
連
の
先
行
一
般
研
究
書
（
含
専
門
的
内
容
）
と
し
て
は
故
松
尾
義
海
博
士
の
『
印
度
論
理
学
の
構
造
』（
其
中
堂
）、

故
北
川
秀
則
博
士
の
『
イ
ン
ド
古
典
論
理
学
の
研
究—

陳
那
（D

ignāga

）
の
体
系—

』（
鈴
木
学
術
財
団
＆
臨
川
書
店
）、
和
田
壽
弘
博
士
の

“Invariable C
oncom

itance in N
avya-N

yāya”
（Sri Satguru Publications, A

 D
ivision of Indian B

ooks C
entre

）、“The Analytical M
ethod of 

N
avya-N

yāya”

（B
rill A

cadem
ic Publishers

）、“Indian Philosophy and Text Science”

（M
otilal B

anarsidass Publishing H
ouse

）、
故
宇
野
惇

博
士
の
『
イ
ン
ド
論
理
学
』（
法
藏
館
）、
桂
紹
隆
博
士
の
『
イ
ン
ド
人
の
論
理
学　

問
答
法
か
ら
帰
納
法
へ
』（
中
公
新
書
＆
法
藏
館
）、
宮
本

啓
一
博
士
と
石
飛
道
子
氏
と
の
『
イ
ン
ド
新
論
理
学
派
の
知
識
論
『
マ
ニ
カ
ナ
』
の
和
訳
と
註
解
』（
山
喜
房
佛
書
林
）、
丸
井
浩
博
士
の

『
ジ
ャ
ヤ
ン
タ
研
究—

中
世
カ
シ
ミ
ー
ル
の
文
人
が
語
る
ニ
ヤ
ー
ヤ
哲
学—

』（
山
喜
房
佛
書
林
）
を
は
じ
め
数
々
の
出
版
物
が
あ
る
。
本
書

は
こ
れ
ら
に
続
く
一
般
研
究
書
（
含
専
門
的
内
容
）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
イ
ン
ド
論
理
学
関
連
の
書
籍
と
な
る
。
本
書
の
後
に
は
、
和
田
壽

弘
博
士
の“N

avya-N
yāya Philosophy of Language”

（D
. K

. Printw
orld (P

)Ltd.

）、『
イ
ン
ド
新
論
理
学
派
研
究
序
説
』（
春
秋
社
）
が
あ
る
。

　

著
者
は
長
年
イ
ン
ド
学
研
究
、
と
り
わ
け
、
イ
ン
ド
論
理
学
に
そ
の
研
究
の
基
軸
を
据
え
て
学
術
的
考
察
を
続
け
る
姿
勢
を
一
貫
し
て

い
る
。
今
は
亡
き
大
谷
大
学
名
誉
教
授
故
長
崎
法
潤
博
士
に
師
事
、
そ
の
後
イ
ン
ド
国
家
のN

ational Professor

で
あ
るProf. V. N

. Jha
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博
士
に
師
事
し
、
数
々
の
経
歴
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
「
序
論
」
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
著
者
が
本
書
に
お
い
て
目
的
と
す
る
こ
と
は
、
認
識
対
象
を
考
察
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
古
典
論
理
学

（Prācīnanyāya

）
と
決
別
し
、
認
識
手
段
を
考
察
テ
ー
マ
と
す
る
新
論
理
学
（N

avyanyāya

）
の
基
礎
を
築
い
た
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
・
ウ
パ
ー
デ

ィ
ヤ
ー
ヤ
（G

aṅgeśa-upādhyāya, circa 14
th century

）
の
「
解
脱
論
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
基
礎
研
究
対
象
と
な
る
の
が
、

ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
著
と
さ
れ
る
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
チ
ン
タ
ー
マ
ニ
』（『
真
理
の
如
意
宝
』）（Tattvacintām

aṇi

）
中
の
「
解
脱
論
」（m

uktivāda

）
の
解

読
研
究
で
あ
る
。

　

ヴ
ェ
ー
ダ
聖
典
の
教
令
を
遂
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
世
お
よ
び
来
世
の
幸
福
、
即
ち
、
繁
栄
（abhyudaya

）
を
獲
得
す
る
目
に
見
え

な
い
潜
勢
力
、
つ
ま
り
、「
新
得
力
」（apūrva

）
を
生
じ
る
こ
と
を
究
極
の
目
的
と
す
る
最
初
期
の
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
学
派
の
思
想
は
別
と

し
て
、「
解
脱
」
と
は
、
周
知
の
通
り
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
誰
も
が
明
確
に
答
え
る
「
人
間
の
目
的
」（puruṣārtha

）、
即
ち
、「
生
存
す
る

人
が
遂
行
す
べ
き
目
的
」
に
対
す
る
返
答
で
あ
る
。
こ
れ
は
古
今
を
問
わ
ず
イ
ン
ド
思
想
に
お
け
る
人
間
の
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
り
、「
私
は

誰
」、「
こ
こ
は
ど
こ
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
個
々
の
人
間
が
到
達
し
う
る
現
世
に
お
け
る
究
極
の
認
識
結
果
で
あ
る
。
こ
の
認
識
結
果

は
、
必
ず
実
践
と
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
智
慧
そ
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
実
践
さ
れ
る
智
慧
の
展
開
に
お
い
て
は
、
幻
影

と
し
て
創
り
出
さ
れ
る
「
私
」（aham

）
が
永
遠
普
遍
な
る
行
為
主
体
と
し
て
介
在
す
る
余
地
は
皆
無
で
あ
る
。
即
ち
、
外
界
世
界
に
、
そ

し
て
、
内
界
世
界
に
普
遍
的
に
実
在
す
る
か
否
か
わ
か
り
得
な
い
「
行
為
主
体
」（kartṛ

）
と
そ
れ
自
体
を
成
立
さ
せ
る
「
行
為
」（kriyā

）

そ
の
も
の
と
、
そ
し
て
、
そ
の
関
与
者
た
る
「
行
為
対
象
」（karm

an
）
と
い
う
分
化
し
た
現
象
世
界
展
開
に
盲
目
的
に
縛
ら
れ
る
人
間
の

心
の
状
態
を
創
り
上
げ
て
し
ま
う
絡
繰
り
を
紐
解
く
智
慧
を
有
し
つ
つ
歩
む
行
為
形
態
を
究
極
の
至
福
（niḥśreyasa

）
と
し
て
生
き
抜
く

こ
と
が
、
解
き
放
た
れ
た
状
態
、
即
ち
、「
解
脱
」
と
い
う
認
識
結
果
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
の
が
イ
ン
ド
思
想
で
あ
る
。

　

古
来
、
イ
ン
ド
思
想
に
お
い
て
こ
の
「
解
脱
」
の
手
段
は
「
行
為
」（karm

an
）
で
あ
る
の
か
、「
知
識
」（jñāna

）
で
あ
る
の
か
、
あ
る

い
は
、
こ
れ
ら
両
者
が
必
須
と
さ
れ
る
「
知
行
併
合
」（jñānakarm

asam
uccaya

）
で
あ
る
の
か
と
い
っ
た
議
論
は
時
代
変
遷
の
中
で
様
々
な
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彩
り
を
添
え
て
く
れ
る
。
基
本
的
に
「
行
為
」
と
は
、「
行
為
の
結
果
」、「
行
為
の
潜
勢
力
（
集
積
）」
を
も
含
意
す
る
の
で
あ
る
が
、「
祭

式
行
為
の
結
果
」
は
「
新
得
力
」（apūrva

）
と
称
さ
れ
、「
倫
理
的
行
為
の
結
果
」
は
「
ダ
ル
マ
」（dharm

a

）
と
「
非
ダ
ル
マ
」（adharm

a

）

と
称
さ
れ
る
。
ま
た
、「
ダ
ル
マ
」
は
「
宗
教
的
義
務
」
を
意
味
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
目

に
見
え
な
い
自
然
の
力
の
結
果
は
「
不
可
見
力
」（adṛṣṭa

）
と
称
さ
れ
る
。「
知
行
併
合
論
」
に
お
け
る
「
行
為
」
と
は
、「
祭
式
行
為
」
が

中
心
と
な
る
概
念
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
念
頭
に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
「
解
脱
」
の
手
段
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
ガ
ン
ゲ

ー
シ
ャ
が
そ
の
著
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
チ
ン
タ
ー
マ
ニ
』
の
中
で
ど
の
よ
う
に
伝
承
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
本
書
に
お
い
て
著
者
が
明

ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

大
き
く
二
部
構
成
と
な
る
本
書
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

略
号
／
序
論

第
１
部　

ニ
ヤ
ー
ヤ
学
派
の
解
脱
論

　

第
１
章　

ニ
ヤ
ー
ヤ
・
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
学
派
の
解
脱
論
の
歴
史

　

第
２
章　
『
ニ
ヤ
ー
ヤ
・
ス
ー
ト
ラ
』
の
解
脱
論

　
　

第
１
節　

序
論

　
　

第
２
節　

先
行
研
究

　
　

第
３
節　

分
析

　
　

第
４
節　

解
脱
の
定
義

　
　

第
５
節　

真
理
知
の
内
容

　
　

第
６
節　

解
脱
の
プ
ロ
セ
ス

　
　

第
７
節　

真
理
知
の
発
生
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第
８
節　

ま
と
め

　

第
３
章　

ウ
ダ
ヤ
ナ
の
解
脱
論

　
　

第
１
節　

序
論

　
　

第
２
節　

先
行
研
究

　
　

第
３
節　

ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
学
派
の
解
脱
論

　
　

第
４
節　
『
キ
ラ
ナ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
』
の
解
脱
論

　
　

第
５
節　

ま
と
め

　

第
４
章　

シ
ャ
シ
ャ
ダ
ラ
の
解
脱
論

　
　

第
１
節　

序
論

　
　

第
２
節　

知
行
併
合
論

　
　

第
３
節　

バ
ッ
タ
・
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
学
派
と
の
論
争

　
　

第
４
節　

解
脱
の
論
証

　
　

第
５
節　

ま
と
め

　

第
５
章　

ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
解
脱
論

　
　

第
１
節　

序
論

　
　

第
２
節　
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
・
チ
ン
タ
ー
マ
ニ
』
の
構
成

　
　

第
３
節　

解
脱
の
定
義

　
　

第
４
節　

解
脱
の
証
明

　
　

第
５
節　

解
脱
の
プ
ロ
セ
ス
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第
６
節　

真
理
知

　
　

第
７
節　

潜
在
印
象

　
　

第
８
節　

苦
滅
論

　
　

第
９
節　

知
行
併
合
論
批
判

　
　

第
10
節　

対
論
者
の
解
脱
定
義
批
判

　
　

第
11
節　

ま
と
め

　

第
６
章　

結
論

第
２
部　
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
・
チ
ン
タ
ー
マ
ニ
』「
解
脱
論
」
解
読
研
究

　

第
１
章　
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
・
チ
ン
タ
ー
マ
ニ
』「
解
脱
論
」
テ
ク
ス
ト

　

第
２
章　
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
・
チ
ン
タ
ー
マ
ニ
』「
解
脱
論
」
概
要

　

第
３
章　
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
・
チ
ン
タ
ー
マ
ニ
』「
解
脱
論
」
和
訳

参
考
資
料
（
一
次
資
料
／
二
次
資
料
）／
お
わ
り
に
／
索
引

　

第
２
部
は
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
チ
ン
タ
ー
マ
ニ
』「
解
脱
論
」
箇
所
の
解
読
研
究
と
な
る
た
め
、
以
下
、
第
１
部
を
中
心
に
本
書
の
内
容
を
概

観
し
て
み
よ
う
。

〈
第
１
章　

ニ
ヤ
ー
ヤ
・
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
学
派
の
解
脱
論
の
歴
史
〉

　

当
該
章
で
は
、
ニ
ャ
ー
ヤ
（N

yāya

）
学
派
が
ガ
ウ
タ
マ
（G

autam
a, circa A

D
 150

）
著
『
ニ
ャ
ー
ヤ
ス
ー
ト
ラ
』（『
正
理
経
』）（N

yāyasūtra

）

か
ら
始
ま
る
こ
と
を
紹
介
し
つ
つ
、
当
該
ス
ー
ト
ラ
に
対
す
る
諸
註
釈
の
歴
史
が
ニ
ャ
ー
ヤ
学
派
の
伝
統
説
で
あ
る
こ
と
に
言
及
す
る
。

当
学
派
の
長
い
歴
史
に
お
い
て
諸
註
釈
書
は
非
常
に
多
く
、
そ
の
歴
史
的
経
緯
も
様
々
で
あ
る
た
め
、
個
々
の
註
釈
の
歴
史
は
本
書
を
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
が
、
ニ
ャ
ー
ヤ
学
派
の
伝
統
説
と
し
て
、
本
書
は
次
の
も
の
を
列
挙
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
ー
ツ
ヤ
ー
ヤ
ナ
（V

ātsyāyana also 
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called “Pakṣilasvām
in”, circa A

D
 450

）
著
『
ニ
ャ
ー
ヤ
バ
ー
シ
ュ
ヤ
』（N

yāyabhāṣya

）、
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
・
ミ
シ
ュ
ラ
（V

ācaspati-

m
iśra, circa A

D
 976/7

）
著
『
ニ
ャ
ー
ヤ
ヴ
ァ
ー
ル
ッ
テ
ィ
カ
タ
ー
ト
ゥ
パ
リ
ヤ
テ
ィ
ー
カ
ー
』（N

yāyavārttikatātparyaṭīkā

）、
ウ
ダ
ヤ
ナ
・

ア
ー
チ
ャ
ー
リ
ャ
（U

dayana-ācārya, circa A
D

 1025‒1100

）
著
『
ニ
ャ
ー
ヤ
ヴ
ァ
ー
ル
ッ
テ
ィ
カ
タ
ー
ト
ゥ
パ
リ
ャ
パ
リ
シ
ュ
ッ
デ
ィ
』

（N
yāyavārttikatātparyapariśuddhi

）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
伝
統
説
に
対
し
て
異
端
説
と
し
て
本
書
は
次
の
も
の
を
列
挙
し
て
い
る
。
バ
ー
サ
ル

ヴ
ァ
ジ
ュ
ニ
ャ
（B

hāsarvajña, circa A
D

 950

）
著
『
ニ
ャ
ー
ヤ
サ
ー
ラ
』（N

yāyasāra

）、
同
『
ニ
ャ
ー
ヤ
ブ
ー
シ
ャ
ナ
』（N

yāyabhūṣaṇa

）
で

あ
る
。
彼
は
「
解
脱
」
を
伝
統
説
で
あ
る
「
苦
の
滅
」
と
し
て
で
は
な
く
「
楽
」
と
し
て
捉
え
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
ジ

ャ
ヤ
ン
タ
・
バ
ッ
タ
（Jayanta-bhaṭṭa, circa A

D
 870

）
著
『
ニ
ャ
ー
ヤ
マ
ン
ジ
ャ
リ
ー
』（N

yāyam
añjarī

）
を
挙
げ
て
い
る
。

　

こ
の
ニ
ャ
ー
ヤ
学
派
の
も
の
に
加
え
て
、
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
（Vaiśesika

）
学
派
に
お
け
る
「
解
脱
論
」
で
重
要
な
伝
承
文
献
と
し
て

次
の
も
の
を
列
挙
し
て
い
る
。
カ
ナ
ー
ダ
（K

aṇāda, circa A
D

 100

）
著
『
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
ス
ー
ト
ラ
』（『
勝
論
経
』）（Vaiśesikasūtra

）、

プ
ラ
シ
ャ
ス
タ
パ
ー
ダ
（Praśastapāda, cicra A

D
 530

）
著
『
パ
ダ
ー
ル
タ
ダ
ル
マ
サ
ン
グ
ラ
ハ
』（Padārthadharm

asaṃ
graha

）、
シ
ュ
リ
ー
ダ

ラ
（Śrīdhara, circa A

D
 991

）
著
『
ニ
ャ
ー
ヤ
カ
ン
ダ
リ
ー
』（N

yāyakandalī

）、
ウ
ダ
ヤ
ナ
著
『
キ
ラ
ナ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
』（K

iraṇāvalī

）
と
そ
の

諸
註
釈
書
と
で
あ
る
。

　

ウ
ダ
ヤ
ナ
以
降
、
ニ
ャ
ー
ヤ
学
派
と
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
学
派
と
は
総
合
学
派
と
し
て
展
開
し
つ
つ
も
、
両
者
が
そ
の
思
想
を
異
に
す

る
こ
と
を
本
書
が
簡
潔
に
述
べ
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、「
認
識
手
段
」（pram

āṇa

）
の
種
類
に
関
し
て
両
者
に
は
次
の
相
違
点
が

あ
る
。
ニ
ャ
ー
ヤ
学
派
の
「
認
識
手
段
」
は
、「
知
覚
」（pratyakṣa
）、「
推
理
」（anum

āna

）、「
類
推
」（upam

āna

）、「
聖
言
」（śabda

）
の
四

種
で
あ
り
、
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
学
派
の
そ
れ
は
、「
知
覚
」（pratyakṣa
）、「
推
理
」（laiṅgika

）、「
聖
言
」（ām

nāya

）
の
三
種
で
あ
る
。
さ

ら
に
、「
解
脱
論
」
に
関
し
て
も
、
ニ
ャ
ー
ヤ
学
派
が
、「
誤
知
」（m

ithyājñāna
）
の
滅
か
ら
「
解
脱
」
へ
の
推
移
を
認
め
る
の
に
対
し
て
、

ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
学
派
は
、「
ダ
ル
マ
」（dharm

a

）
に
基
づ
く
「
解
脱
」
の
実
現
を
説
い
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
両
者
に
は
若
干
の
相
違

点
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
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著
者
は
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
「
解
脱
論
」
は
、「
誤
知
の
滅
」
か
ら
始
ま
り
、「
苦
の
滅
」
に
至
る
経
緯
を
有
し
、
こ
れ
が
『
ニ
ャ
ー
ヤ

ス
ー
ト
ラ
』
に
起
源
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
、
ウ
ダ
ヤ
ナ
の
「
解
脱
論
」
は
、『
ア
ー
ト
マ
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
』

（Ā
tm

atattvaviveka

）、『
パ
ダ
ー
ル
タ
ダ
ル
マ
サ
ン
グ
ラ
ハ
』
の
註
釈
書
、
そ
し
て
、『
キ
ラ
ナ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
』
に
見
ら
れ
る
と
す
る
。
著
者

に
よ
れ
ば
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
チ
ン
タ
ー
マ
ニ
』
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
新
論
理
学
が
始
ま
る
と
さ
れ
る
。
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
以

前
に
は
「
解
脱
」
の
概
念
が
「
推
理
章
」
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、『
ニ
ャ
ー
ヤ
ス
ー
ト
ラ
』
に
お
い
て
認
識
対
象
と

し
て
論
じ
ら
れ
る
「
解
脱
」
の
概
念
が
、「
推
理
」
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
が
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
「
解
脱
論
」
の
特
徴

で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

〈
第
２
章　
『
ニ
ヤ
ー
ヤ
・
ス
ー
ト
ラ
』
の
解
脱
論
〉

　
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
チ
ン
タ
ー
マ
ニ
』
で
は
、「
解
脱
論
」
か
ら
「
認
識
手
段
」
へ
の
考
察
テ
ー
マ
の
移
行
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
理
由
に
、
古

典
論
理
学
と
新
論
理
学
と
の
考
察
テ
ー
マ
の
比
重
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
新
論
理
学
は
古
典
論
理
学
か
ら
見
れ
ば
世
俗
の
学
問

で
あ
り
、
古
典
論
理
学
は
新
論
理
学
か
ら
見
れ
ば
「
解
脱
論
」
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
当
該
章
で
、
著
者
は
ガ
ン
ゲ

ー
シ
ャ
の
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
チ
ン
タ
ー
マ
ニ
』
に
見
ら
れ
る
「
解
脱
」
の
プ
ロ
セ
ス
と
定
義
と
が
、『
ニ
ャ
ー
ヤ
ス
ー
ト
ラ
』
か
ら
の
継
承
で

あ
り
、『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
チ
ン
タ
ー
マ
ニ
』
で
議
論
さ
れ
る
内
容
の
萌
芽
が
『
ニ
ャ
ー
ヤ
ス
ー
ト
ラ
』
や
そ
の
註
釈
書
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
先
行
研
究
を
列
挙
し
た
後
、『
ニ
ャ
ー
ヤ
ス
ー
ト
ラ
』
の
構
成
の
紹
介
が
さ
れ
、
以
下
に
記
す
第
１
章
第
１
篇
第
１
ス
ー
ト
ラ
が
、

『
ニ
ャ
ー
ヤ
ス
ー
ト
ラ
』
の
認
識
論
と
論
理
学
と
の
総
括
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

認
識
手
段
、
認
識
対
象
、
疑
惑
、
目
的
、
実
例
、
定
説
、
支
分
、
思
択
、
決
定
、
論
議
、
論
争
、
論
詰
、
似
因
、
曲
解
、
誤
難
、
負

処
の
真
理
知
か
ら
、
至
福
の
達
成
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
「
認
識
手
段
」
か
ら
「
負
処
」
ま
で
の
一
六
種
の
論
じ
ら
れ
る
べ
き
項
目
は
「
存
在
す
る
も
の
」（sat

）
を
知
る
た
め
に
説
示
さ
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れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、「
真
理
知
」（tattva-jñāna

）
と
は
、「〈tattva

〉
に
対
す
る
認
識
」、
即
ち
、「〈tattva

〉
を
認
識
す
る

こ
と
」
で
あ
る
こ
と
に
読
者
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
常
、
ニ
ャ
ー
ヤ
学
派
で
は
「
存
在
す
る
も
の
」（sat

）
の
「
実
在
性
」

（sadbhāva
）
と
、「
存
在
し
な
い
も
の
」（asat

）
の
「
非
実
在
性
」（asadbhāva

）
と
が
「
対
象
の
真
理
」（artha-tattva

）
と
さ
れ
る
。
こ
の

「〈tattva
〉
に
対
す
る
認
識
」
に
基
づ
い
て
「
至
福
の
達
成
」（niḥśreyasa-adhigam

a

）、
即
ち
、「
至
福
に
対
す
る
証
得
」
が
実
現
す
る
と
当

該
ス
ー
ト
ラ
が
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
著
者
は
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
至
福
」
は
世
俗
的
な
幸
福
が
意
図
さ
れ
て
お
り
、『
ニ

ャ
ー
ヤ
ス
ー
ト
ラ
』
第
１
章
第
１
篇
第
９
ス
ー
ト
ラ
に
列
挙
さ
れ
る
「
認
識
対
象
」
を
内
容
と
す
る
「
至
福
」
が
、
超
世
俗
的
な
「
解
脱
」

で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、「
真
理
知
」
に
は
「
世
俗
的
な
知
識
」
と
「
超
世
俗
的
な
知
識
」
と
が
あ
る
こ
と
と
、「
認
識
手
段
」
に
よ
っ

て
「
解
脱
」
の
達
成
が
あ
る
こ
と
と
を
指
摘
す
る
。

　

周
知
の
通
り
、『
ニ
ャ
ー
ヤ
ス
ー
ト
ラ
』
第
１
章
第
１
篇
第
22
ス
ー
ト
ラ
で
は
「
解
脱
」（apavarga

）
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。

解
脱
と
は
、
そ
れ
（
苦
）
か
ら
の
絶
対
的
な
離
脱
で
あ
る
。

　

こ
の
「
解
脱
」
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
、
誤
知
の
滅
か
ら
始
ま
り
苦
の
滅
に
至
る
「
解
脱
」
の
時
間
的
因
果
関
係
、
誤
知
を
滅
す
る
真
理
知

の
内
容
（
認
識
対
象
）、
瞑
想
に
よ
る
真
理
知
の
発
生
が
あ
る
こ
と
を
列
挙
し
つ
つ
、
著
者
は
ガ
ウ
タ
マ
が
『
ニ
ャ
ー
ヤ
ス
ー
ト
ラ
』
で
理

解
す
る
「
解
脱
」
の
概
念
を
中
心
に
ヴ
ァ
ー
ツ
ヤ
ー
ヤ
ナ
と
ウ
ッ
デ
ィ
ヨ
ー
タ
カ
ラ
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
学
匠
の
当
該
事
項
に
関
す
る
見
解

の
若
干
の
相
違
を
指
摘
し
て
い
る
。
当
該
箇
所
の
「
解
脱
」
に
関
す
る
諸
学
匠
個
々
の
概
念
表
現
の
理
解
に
関
し
て
は
諸
学
者
に
よ
っ
て

見
解
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
理
解
は
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
チ
ン
タ
ー
マ
ニ
』
解
読
研
究
に
あ
た
る
著
者
の
中
心
課
題
の
一
つ

で
も
あ
る
。

　

著
者
は
次
に
記
す
『
ニ
ャ
ー
ヤ
ス
ー
ト
ラ
』
第
１
章
第
１
篇
第
２
ス
ー
ト
ラ
に
お
い
て
「
解
脱
」
の
プ
ロ
セ
ス
が
簡
潔
に
提
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し
つ
つ
、「
誤
知
」
を
原
因
と
し
て
「
苦
」
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
が
仏
教
の
十
二
支
縁
起
を
彷
彿
さ
せ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
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苦
、
出
生
、
活
動
、
過
失
、
誤
知
が
、
後
の
も
の
か
ら
順
番
に
滅
し
て
、
そ
の
直
前
の
も
の
が
滅
す
る
こ
と
か
ら
解
脱
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
読
者
は
、「
誤
知
」
か
ら
始
ま
り
「
苦
」
に
至
る
こ
れ
ら
一
連
の
諸
性
質
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
展
開
す
る
こ
と
が
、
所
謂
、

「
輪
廻
」（saṃ

sāra

）
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
「
誤
知
」
は
「
真
理
知
」
に
よ
っ
て
滅
す
る
と
い
う
概
念

は
必
須
事
項
と
し
て
理
解
さ
れ
た
い
。

　

で
は
、
こ
の
「
真
理
知
」
が
ど
の
よ
う
に
し
て
実
現
す
る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
ヨ
ー
ガ
の
実
践
に
基
づ
く
こ
と
を
次
に
記
す
『
ニ
ャ

ー
ヤ
ス
ー
ト
ラ
』
第
４
章
第
２
篇
第
38
ス
ー
ト
ラ
か
ら
明
確
に
読
み
取
れ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
。

特
定
の
三
昧
の
実
修
か
ら
〔
真
理
知
が
生
じ
る
〕。

　

そ
し
て
、
著
者
は
「
真
理
知
」
が
実
現
す
る
直
接
原
因
は
ヨ
ー
ガ
の
実
践
で
あ
り
、
天
啓
聖
典
や
祭
式
行
為
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
、

ニ
ャ
ー
ヤ
学
派
が
バ
ラ
モ
ン
思
想
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
中
に
お
い
て
正
統
派
で
は
な
い
視
点
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
着

眼
す
る
。
ま
た
、
ウ
ッ
デ
ィ
ヨ
ー
タ
カ
ラ
が
解
す
る
「
解
脱
」
概
念
表
現
が
、
後
の
ニ
ャ
ー
ヤ
学
派
が
そ
れ
を
〈「
苦
の
生
起
因
」

（duḥkhasādhana

）
の
滅
〉
と
し
て
考
案
す
る
先
駆
け
と
な
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

〈
第
３
章　

ウ
ダ
ヤ
ナ
の
解
脱
論
〉

　

当
該
章
に
お
い
て
ウ
ダ
ヤ
ナ
の
『
キ
ラ
ナ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
』
に
見
ら
れ
る
「
解
脱
論
」
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
、『
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ

カ
ス
ー
ト
ラ
』
中
で
の
「
解
脱
論
」
と
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
」
と
が
い
か
な
る
関
連
性
を
有
す
る
か
と
い
う
諸
先
行
研
究
の
相
違
点
を
概
括

し
、『
キ
ラ
ナ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
』
と
い
う
伝
承
の
思
想
的
重
要
性
を
歴
史
的
に
鑑
み
て
い
る
。

　

ニ
ャ
ー
ヤ
学
派
が
「
解
脱
」（apavarga

）
を
「
真
理
知
」（tattvajñāna
）
に
基
づ
く
〈「
苦
」（duḥkha

）
の
滅
〉
と
考
え
、
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー

シ
カ
学
派
が
そ
れ
を
〈
ダ
ル
マ
に
基
づ
く
「
不
可
見
力
」（adṛṣṭa

）
の
滅
〉
と
考
え
る
。
ま
た
、
輪
廻
の
主
体
は
「
ア
ー
ト
マ
ン
」（ātm

an

）

で
あ
る
と
ニ
ャ
ー
ヤ
学
派
が
認
め
る
こ
と
に
対
し
て
、
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
学
派
が
そ
れ
は
「
マ
ナ
ス
」（m

anas

）
で
あ
る
と
考
え
、
更
に
、

ニ
ャ
ー
ヤ
学
派
が
輪
廻
の
原
因
を
「
カ
ル
マ
ン
」（karm

an

）
と
考
え
る
こ
と
に
対
し
て
、
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
学
派
が
そ
れ
を
「
不
可
見
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力
」
と
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
著
者
は
『
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
ス
ー
ト
ラ
』
が
「
解
脱
」
の
手
段
で
あ
る
「
ダ
ル
マ
」（
宗
教
的
義
務
）

を
説
く
こ
と
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
。
そ
し
て
、
プ
ラ
シ
ャ
ス
タ
パ
ー
ダ
以
降
で
は
、「
解
脱
」
は
ア
ー
ト
マ
ン
固
有
の

九
種
の
属
性
（
知
識
、
楽
、
苦
、
欲
望
、
嫌
悪
、
努
力
、
善
業
、
悪
業
、
潜
在
印
象
）
の
断
滅
と
し
て
理
解
さ
れ
る
が
、
こ
の
概
念
は
ニ
ャ
ー
ヤ
学

派
に
は
な
い
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
学
派
独
自
の
解
釈
と
し
て
整
理
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
し
て
い
る
。

　
『
キ
ラ
ナ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
』
の
「
解
脱
論
」
は
「
至
福
」、「
苦
の
滅
」、「
真
理
知
」、「
知
行
併
合
論
」、「
ダ
ル
マ
に
よ
る
繁
栄
と
至
福
」
と

い
う
ト
ピ
ッ
ク
か
ら
構
成
さ
れ
、「
解
脱
」
は
「
苦
の
滅
」
と
す
る
古
典
論
理
学
派
の
説
を
支
持
し
、
そ
れ
は
「
絶
対
的
な
苦
の
滅
」
で
あ

る
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
絶
対
的
な
」
と
は
「
不
断
な
る
」
と
い
う
概
念
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
「
苦
の
滅
」
は
「
真
理
知
」
に
基
づ
き
実
現
し
、
そ
の
「
真
理
知
」
は
「
ダ
ル
マ
」
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
著
者
は
提

唱
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
プ
ラ
シ
ャ
ス
タ
パ
ー
ダ
の
意
図
と
し
て
〈「
真
理
知
」
が
「
ダ
ル
マ
」
か
ら
生
じ
る
〉
と
い
う
解
釈
が
妥

当
か
否
か
を
読
者
は
そ
の
他
の
註
釈
書
に
触
れ
つ
つ
再
考
し
て
み
る
視
点
が
必
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
本
書
に
述
べ
ら
れ
る
〈
サ
ッ
ト
ヴ

ァ
の
浄
化
〉
箇
所
に
関
す
る
脚
注
に
お
け
る
「
三
徳
」（triguṇa

）
の
概
念
の
解
釈
も
再
考
の
余
地
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
ニ
ャ
ー
ヤ
学
派
の
「
解
脱
論
」
に
お
い
て
は
〈
祭
式
行
為
と
し
て
の
「
ダ
ル
マ
」〉
は
必
要
と
さ
れ
ず
、「
ヨ
ー
ガ
」
に
よ
っ
て
「
真

理
知
」
が
発
生
す
る
こ
と
が
著
者
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、『
パ
ダ
ー
ル
タ
ダ
ル
マ
サ
ン
グ
ラ
ハ
』
に
お
い
て
「
真
理
知
」
の
導
入

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、「
知
行
併
合
論
」
の
議
論
は
検
出
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ウ
ダ
ヤ
ナ
に
と
っ
て
の
「
解
脱
」
に
関
し
て
は
、

「
知
識
」（
真
理
知
）
が
直
接
補
助
因
で
あ
り
、「
行
為
」（
宗
教
的
義
務
と
し
て
の
行
為
）
は
間
接
補
助
因
と
し
て
の
役
割
を
持
つ
こ
と
が
そ
の

特
徴
と
な
る
。『
キ
ラ
ナ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
』
で
の
「
解
脱
論
」
の
特
徴
は
、
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
学
派
の
「
ダ
ル
マ
」
の
理
論
を
「
知
行
併
合

論
」
へ
と
移
行
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
著
者
は
提
示
す
る
。「
知
識
」
は
単
独
で
「
解
脱
」
の
手
段
と
な
り
得
る
が
、「
行
為
」
が
単

独
で
そ
れ
に
な
り
得
る
こ
と
は
な
い
こ
と
に
着
目
し
つ
つ
読
者
は
ウ
ダ
ヤ
ナ
の
思
想
に
触
れ
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
ウ
ダ

ヤ
ナ
が
解
釈
す
る
『
パ
ダ
ー
ル
タ
ダ
ル
マ
サ
ン
グ
ラ
ハ
』
に
見
ら
れ
る
ア
ー
ト
マ
ン
の
属
性
と
し
て
の
「
ダ
ル
マ
」
の
概
念
は
、『
ヨ
ー
ガ
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ス
ー
ト
ラ
』
に
見
ら
れ
る
「
ヨ
ー
ガ
」、
即
ち
、「
三
昧
」（sam

ādhi

）
の
概
念
を
ヴ
ィ
ヤ
ー
サ
が
そ
の
註
釈
書
『
ヨ
ー
ガ
ス
ー
ト
ラ
バ
ー
シ

ュ
ヤ
』
の
中
で
解
釈
す
る
「
心
」（citta

）
の
「
性
質
」
と
し
て
理
解
す
る
内
容
と
対
比
さ
せ
る
と
興
味
深
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
読
者
は

時
間
が
許
せ
ば
比
較
さ
れ
た
い
。

〈
第
４
章　

シ
ャ
シ
ャ
ダ
ラ
の
解
脱
論
〉

　

ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
直
前
の
学
匠
シ
ャ
シ
ャ
ダ
ラ
は
、「
知
識
」
と
「
行
為
」
と
が
同
等
で
は
な
く
、
ウ
ダ
ヤ
ナ
と
同
様
に
「
知
識
」
重
視
の

知
行
併
合
論
を
提
唱
す
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
。
彼
の
知
行
併
合
論
は
「
禁
戒
」（yam

a

）
と
「
勧
戒
」（niyam

a

）
と
を
ヨ
ー
ガ
の
実
修
の

前
段
階
の
「
行
為
」
と
し
て
捉
え
、
更
に
ヨ
ー
ガ
の
実
修
に
基
づ
き
生
ず
る
「
真
理
知
」
が
基
軸
と
な
る
理
論
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い

っ
た
独
特
な
概
念
の
区
分
け
は
厳
密
な
視
点
か
ら
す
れ
ば
、『
ヨ
ー
ガ
ス
ー
ト
ラ
』
に
見
ら
れ
る
八
支
ヨ
ー
ガ
と
完
全
な
概
念
の
同
定
と

し
て
認
め
る
に
は
更
な
る
精
査
が
必
要
で
あ
る
が
、
少
な
か
ら
ず
関
連
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。
シ
ャ
シ
ャ
ダ
ラ

は
、「
輪
廻
」
の
原
因
と
な
る
「
苦
」
は
こ
の
ヨ
ー
ガ
の
実
修
に
よ
っ
て
こ
そ
滅
す
る
と
し
、
そ
の
ヨ
ー
ガ
の
実
修
に
よ
っ
て
生
ず
る
「
知

識
」
と
、
そ
の
「
知
識
」
を
促
す
「
行
為
」
と
の
知
行
併
合
に
よ
っ
て
「
解
脱
」
が
実
現
す
る
と
提
唱
す
る
こ
と
を
著
者
は
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
当
該
章
で
は
バ
ッ
タ
・
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
学
派
と
の
論
争
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
同
学
派
が
主
張
す
る
「
人
間

の
目
的
」
が
「
常
住
な
楽
の
顕
現
」＝「
解
脱
」
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
シ
ャ
シ
ャ
ダ
ラ
が
ウ
ダ
ヤ
ナ
の
提
唱
す
る
「
絶
対
的
な
苦
の
滅
」

を
支
持
す
る
立
場
で
、
こ
の
バ
ッ
タ
・
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
学
派
の
「
常
住
な
楽
の
顕
現
」
を
「
解
脱
」
の
定
義
と
す
る
こ
と
を
認
め
な
い

こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
。
シ
ャ
シ
ャ
ダ
ラ
は
「
常
住
な
楽
」
に
対
す
る
「
認
識
手
段
」
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
バ
ッ
タ
・
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー

学
派
の
こ
の
学
説
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
シ
ャ
シ
ャ
ダ
ラ
は
、「
解
脱
」
が
「
絶
対
的
な
苦
の
滅
」
で
あ
る
こ
と
は
、「
苦
か
ら
完
全
に

解
放
さ
れ
た
者
は
行
く
」
と
い
う
天
啓
聖
典
に
意
図
さ
れ
、
輪
廻
の
原
因
で
あ
る
現
在
の
苦
を
滅
す
る
た
め
に
は
努
力
を
伴
う
ヨ
ー
ガ
の

実
修
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
提
唱
す
る
。
未
来
の
苦
を
滅
す
る
た
め
に
、
現
在
に
お
い
て
、
未
来
の
苦
の
原
因
を
滅
す
る
努
力
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
「
生
前
解
脱
」
を
彷
彿
さ
せ
る
。
バ
ッ
タ
・
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
学
派
は
、
ウ
ダ
ヤ
ナ
の
「
絶
対
的
な
苦
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の
滅
」
を
「
絶
対
的
な
苦
の
非
存
在
」
と
解
釈
す
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
こ
の
「
絶
対
的
な
苦
の
非
存
在
」
と
は
、
苦
が
過
去
、
現
在
、
未

来
に
存
在
し
な
い
こ
と
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、「
解
脱
」
の
存
在
証
明
を
「
聖
言
」（śruti

）
と
「
推
論
」（anum
āna

）
と
い
う
「
認
識
手
段
」（pram

āṇa

）
に
よ
っ
て
シ
ャ
シ
ャ

ダ
ラ
が
行
う
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
。
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
学
派
の
支
持
す
る
「
ブ
ラ
フ
マ
ン
は
常
住
で
あ
り
、
知
で
あ
り
、
歓
喜
で
あ
る
」

と
い
う
「
聖
言
」
は
「
解
脱
」
の
存
在
論
証
の
た
め
の
「
聖
言
」
と
は
な
り
得
ず
、「
苦
か
ら
完
全
（
過
去
、
現
在
、
未
来
）
に
解
放
さ
れ
た

者
は
〔
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
世
界
に
〕
行
く
」
と
い
う
「
聖
言
」
こ
そ
が
、「
解
脱
」
の
存
在
論
証
の
た
め
の
「
認
識
手
段
」
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
彼
が
提
唱
す
る
こ
と
を
著
者
は
強
調
す
る
。

　

こ
う
い
っ
た
両
学
説
の
相
違
を
概
観
す
る
に
あ
た
り
、
両
学
派
の
天
啓
聖
典
に
対
す
る
認
識
の
相
違
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

知
れ
な
い
。
一
般
的
に
両
学
派
に
お
け
る
天
啓
聖
典
に
対
す
る
相
違
点
と
い
え
ば
、
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
学
派
に
と
っ
て
ヴ
ェ
ー
ダ
聖
典
は

常
住
で
あ
り
永
遠
の
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
を
構
成
す
る
〈
こ
と
ば
〉
が
永
遠
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ヴ
ェ
ー
ダ
聖
典
は

天
地
よ
り
も
永
遠
な
る
も
の
で
あ
り
、
人
格
的
存
在
の
作
成
物
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
代
の
不
二
一
元
論
に
お
い

て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
「
マ
ー
ヤ
ー
」
と
し
て
展
開
す
る
現
象
世
界
（saṃ

skṛta

）
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
（
人
間
と
し
て
の
聖
人
賢
者
や
世
界
創
造

神
、
世
界
主
宰
神
）
が
そ
の
作
成
者
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、「
解
脱
の
主
体
＝
輪
廻
の
主
体
」
な
る
も
の
は
そ
も
そ
も

「
非
実
」（asat

）
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
実
在
す
る
も
の
は
「
ブ
ラ
フ
マ
ン
」
の
み
と
い
う
絶
対
的
な
立
場
で
あ

る
。
他
方
、
ニ
ャ
ー
ヤ
学
派
に
と
っ
て
ヴ
ェ
ー
ダ
聖
典
は
人
格
的
存
在
を
も
っ
た
個
体
（
人
間
や
最
高
主
宰
神
）
の
作
成
物
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
ヴ
ェ
ー
ダ
聖
典
は
こ
の
〈saṃ

skṛta

〉
と
し
て
現
象
す
る
世
界
を
「
実
在
」
と
し
て
捉
え
る
立
場
で
思
考
さ
れ
る
無
常
な
る
展
開
物

と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
同
学
派
は
実
在
で
あ
る
現
象
世
界
（saṃ

skṛta

）
に
お
け
る
「
解
脱
の
主
体
」
を
認
め
る
立
場
で
あ
る

こ
と
が
明
確
に
う
か
が
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
読
者
は
こ
の
よ
う
な
両
学
派
の
概
念
を
考
慮
し
つ
つ
触
れ
て
み
る
こ
と
も
推
奨
さ
れ
よ
う
。

　

著
者
は
、
シ
ャ
シ
ャ
ダ
ラ
が
支
持
す
る
「
解
脱
」
の
定
義
は
ウ
ダ
ヤ
ナ
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
ウ
ダ
ヤ
ナ
と
同
様
に
「
知
識
」
重
視
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の
知
行
併
合
論
者
で
あ
る
こ
と
を
確
定
す
る
。
そ
し
て
、
両
者
の
想
定
す
る
「
行
為
」
の
内
容
の
相
違
点
（
ウ
ダ
ヤ
ナ
：
行
為
＝
滅
罪
、
シ
ャ

シ
ャ
ダ
ラ
：
行
為
＝
禁
戒
、
勧
戒
）
を
指
摘
す
る
こ
と
に
当
該
章
の
特
徴
が
う
か
が
え
る
。

〈
第
５
章　

ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
解
脱
論
〉

　
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
チ
ン
タ
ー
マ
ニ
』
中
「
推
理
章
」
の
「
解
脱
論
」
全
体
に
対
す
る
註
釈
者
が
、
ル
チ
ダ
ッ
タ
・
ミ
シ
ュ
ラ
（R

ucidatta-

m
iśra, ca. 1510

）
の
み
で
あ
り
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
以
降
の
新
論
理
学
の
学
匠
達
は
「
解
脱
論
」
に
対
す
る
註
釈
を
ウ
ダ
ヤ
ナ
の
『
キ
ラ
ナ
ー

ヴ
ァ
リ
ー
』
や
『
ア
ー
ト
マ
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
』
に
対
し
て
行
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
つ
つ
、
著
者
は
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
チ
ン

タ
ー
マ
ニ
』
の
構
成
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
解
脱
論
」
が
『
キ
ラ
ナ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
』
で
は
そ
の
冒
頭
文
に
、
ま
た
、『
ア
ー
ト
マ

タ
ッ
ト
ヴ
ァ
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
』
と
『
タ
ル
カ
サ
ン
グ
ラ
ハ
』（Tarkasaṃ

graha

）
で
は
最
後
に
述
べ
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
チ

ン
タ
ー
マ
ニ
』
で
は
「
推
理
章
」
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
推
理
の
究
極
の
目
的
は
「
解
脱
」
で
あ
り
、「
自
ら
の
た
め
の
推

理
」（svārthānum

āna

）
に
よ
っ
て
「
解
脱
」
が
達
成
さ
れ
、「
他
の
た
め
の
推
理
」（parārthānum

āna

）
に
よ
っ
て
「
解
脱
」
の
存
在
が
証
明

さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
「
解
脱
論
」
の
冒
頭
に
お
い
て
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
が
推
理
の
究
極
の
目
的
は
「
解
脱
」
で
あ
る
こ

と
を
宣
言
す
る
こ
と
と
、
自
身
の
支
持
す
る
〈
天
啓
聖
典
の
文
章
〉（「
お
お
、
ア
ー
ト
マ
ン
は
聞
か
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

瞑
想
さ
れ
る
べ
き
で
〔
あ
り
、
直
証
さ
れ
る
べ
き
で
〕
あ
る
。」
と
「
苦
か
ら
完
全
〔
過
去
・
現
在
・
未
来
〕
に
解
放
さ
れ
た
者
は
〔
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
世
界
に
〕

行
く
。」）
と
〈「
解
脱
」
の
定
義
〉（“sa (

＝ apavargaḥ) ca sam
ānādhikaraṇaduḥkhaprāgabhāvāsahavṛttiduḥkhadhvaṃ

saḥ”

）
と
が
提
示
さ
れ
る
重

要
性
と
を
基
軸
に
著
者
が
自
ら
の
論
説
を
展
開
す
る
こ
と
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
当
該
章
の
冒
頭
で
著
者
が
、「
苦
の
滅
」
は
人
間
の
目

的
で
は
な
い
と
い
う
諸
々
の
対
論
者
の
基
本
的
思
想
と
な
る
「
解
脱
」
の
概
念
に
対
し
て
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
が
一
貫
し
て
「
苦
の
滅
」

（duḥkhadhvaṃ
sa

）
が
「
人
間
の
目
的
」
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
読
者
は
留
意
す
べ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ガ

ン
ゲ
ー
シ
ャ
が
対
論
者
の
掲
げ
る
「
解
脱
」（
人
間
の
目
的
）
に
関
す
る
十
三
種
の
概
念
を
列
挙
し
つ
つ
、
そ
の
い
ず
れ
の
主
張
も
自
身
が

一
貫
し
て
掲
げ
る
「
苦
の
滅
」
こ
そ
が
「
人
間
の
目
的
」、
即
ち
、「
解
脱
」
で
あ
る
と
い
う
理
論
を
以
て
排
斥
す
る
こ
と
が
概
説
さ
れ
る
。
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第
３
節
以
降
は
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
掲
げ
る
「
解
脱
」
の
定
義
を
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
解
脱
」
の
定
義

の
中
で
用
い
ら
れ
る
複
合
語
の
一
つ
で
あ
る
〈sam

ānādhikaraṇa

〉
を
著
者
は
「
同
じ
基
体
の
」
と
解
析
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
こ
で
読
者
は
こ
の
複
合
語
が
格
限
定
複
合
語
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
所
有
複
合
語
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の

か
を
検
討
し
つ
つ
読
み
進
め
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
当
該
複
合
語
は
形
容
詞
化
し
た
所
有
複
合
語
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
基
本
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
「
解
脱
」
の
定
義
で
は
、「
解
脱
」
と
は
「
苦
」
が
過
去
に
あ
り
、
そ

の
「
苦
」
が
滅
し
て
未
来
に
再
生
し
な
い
こ
と
が
基
本
思
想
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
著
者
の
着
目
点
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ

に
と
っ
て
の
「
人
間
の
目
的
」
と
し
て
の
「
苦
の
滅
」（duḥkhadhvaṃ

sa

）
が
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
に
と
っ
て
こ
の
理
論
の
裏
付
け
と
な
る
「
解
脱
」
の
証
明
は
、「
聖
言
」
と
「
推
理
」
と
の
「
認
識
手
段
」
に

よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
が
す
べ
て
の
人
間
が
解
脱
で
き
る
と
い
う
立
場
で
、
対
論
者

の
見
解
に
対
す
る
自
身
の
推
論
式
の
正
当
性
を
述
べ
て
い
る
こ
と
の
特
徴
を
概
観
し
つ
つ
、「
解
脱
」
は
、「
天
啓
聖
典
」、「
推
理
」、「
ヨ

ー
ガ
」、「
純
粋
な
ダ
ル
マ
」、「
真
理
知
」、「
潜
在
印
象
を
と
も
な
う
誤
知
の
滅
」、「
過
失
（
煩
悩
）
の
滅
」、「
活
動
（
業
）
の
滅
」、「
出
生

の
滅
」、「
苦
の
滅
＝
解
脱
」
と
い
う
認
識
の
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
こ
と
が
概
括
さ
れ
る
。
ま
た
、『
ヨ
ー
ガ
ス
ー
ト
ラ
』
に
見
ら
れ
る
「
識
別

知
」（vivekakhyāti

）
と
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
主
張
す
る
「
真
理
知
」
と
の
内
容
の
類
似
性
を
述
べ
つ
つ
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
が
「
知
識
」
こ
そ

が
「
業
」（karm

an

）
を
滅
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
読
者
は
留
意
さ
れ
た
い
。

　

第
８
節
以
降
で
は
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
「
解
脱
論
」
に
お
け
る
特
徴
的
議
論
が
「
苦
滅
論
」
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、「
苦
の
滅
」
と

は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
追
及
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
。
そ
の
中
心
的
な
主
題
は
、「
人
間
の
目
的
」
が
「
苦
の

滅
」
で
あ
り
、「
輪
廻
」
の
根
本
が
「
潜
在
印
象
」
を
と
も
な
う
「
誤
知
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
「
苦
」
が
生
ず
る
と
い
う

絡
繰
り
を
紐
解
き
、「
解
脱
」
は
ヨ
ー
ガ
の
実
修
に
よ
っ
て
生
ず
る
「
真
理
知
」
に
基
づ
く
「
苦
の
滅
」
で
あ
る
こ
と
の
重
要
性
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
が
知
識
論
の
立
場
か
ら
知
行
併
合
論
に
対
し
て
批
判
を
な
す
こ
と
が
簡
略
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に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
彼
の
思
想
の
特
徴
を
摑
む
材
料
と
し
て
非
常
に
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
。
著
者
は
、「
解
脱
」
の
手
段
は
「
知

識
」
の
み
で
あ
る
と
考
え
る
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
思
想
は
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
な
ど
の
不
二
一
元
論
の
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
学
派
の
そ
れ
に
近
い
が
、

「
解
脱
論
」
に
関
す
る
限
り
、
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
学
派
は
す
べ
て
の
「
認
識
手
段
」
を
否
定
し
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
直
証
の
み
を
主
た
る
思
想

と
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
は
「
推
理
」
の
究
極
の
目
的
は
「
解
脱
」
で
あ
り
、
そ
の
「
認
識
手
段
」
は
天
啓
聖
典
に
基
づ

く
「
推
理
」
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
も
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
両
者
の
見
解
の
相
違
は
、
こ
の
〈saṃ

skṛta

〉
な

る
現
象
世
界
を
非
実
な
る
「
マ
ー
ヤ
ー
」
と
し
て
み
な
す
思
想
展
開
を
な
す
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
学
派
と
そ
れ
を
実
在
な
る
も
の
と
し
て
み

な
す
思
想
展
開
を
な
す
ニ
ャ
ー
ヤ
学
派
と
の
行
為
形
態
に
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
読
者
は
明
確
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
に
と
っ
て
「
解
脱
」
の
「
実
現
手
段
」
と
「
証
明
手
段
」
と
は
、「
推
理
」
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
『
タ
ッ
ト
ヴ

ァ
チ
ン
タ
ー
マ
ニ
』
に
見
ら
れ
る
「
解
脱
論
」
の
特
徴
で
あ
り
、
そ
し
て
、「
解
脱
」
の
達
成
の
た
め
に
は
聖
典
に
基
づ
く
「
自
ら
の
た
め

の
推
理
」（svārthānum

āna

）
が
「
解
脱
」
の
プ
ロ
セ
ス
に
必
須
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
「
解
脱
」
が
ま
さ
に
存
在
す
る
こ
と
を
世
間
に
証
明

す
る
た
め
に
は
「
他
の
た
め
の
推
理
」（parārthānum

āna

）
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
と
の
重
要
性
、
つ
ま
り
、「
解
脱
」
の
実
現
と
そ
の
存
在

証
明
と
の
手
段
と
し
て
こ
れ
ら
二
種
の
「
推
理
」
を
巧
み
に
導
入
す
る
と
こ
ろ
に
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
「
解
脱
論
」
に
お
け
る
独
自
性
が
あ

る
こ
と
を
著
者
は
明
確
に
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

〈
第
６
章　

結
論
〉

　

当
該
章
で
は
、
ニ
ャ
ー
ヤ
・
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
学
派
の
思
想
体
系
の
中
で
「
解
脱
論
」
の
位
置
づ
け
が
非
常
に
曖
昧
で
あ
っ
た
経
緯

に
お
い
て
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
が
「
推
理
」
を
「
解
脱
」
の
実
現
と
そ
の
存
在
証
明
と
の
た
め
に
必
須
手
段
と
し
て
「
解
脱
論
」
の
中
に
組

み
入
れ
る
こ
と
が
種
々
の
資
料
と
対
比
さ
れ
つ
つ
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
読
者
は
概
観
さ
れ
た
い
。

　

第
２
部
の
〈『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
・
チ
ン
タ
ー
マ
ニ
』「
解
脱
論
」
解
読
研
究
〉
箇
所
は
、
著
者
の
翻
訳
研
究
箇
所
と
な
る
。
数
々
の
テ
ク
ニ

カ
ル
タ
ー
ム
に
関
す
る
著
者
独
自
の
訳
出
箇
所
は
、
そ
の
他
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
者
の
訳
出
と
対
照
さ
れ
つ
つ
、
読
者
は
当
該
箇
所
に
触
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れ
ら
れ
た
い
。
こ
れ
か
ら
イ
ン
ド
新
論
理
学
に
触
れ
よ
う
と
さ
れ
る
学
生
諸
君
の
一
つ
の
指
針
に
な
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
『
イ
ン
ド
新
論
理
学
の
解
脱
論
』
を
概
観
し
て
み
る
と
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
は
、
我
々
人
間
が
思
考
す
る
行
為
形
態
に
お
い

て
は
、「
言
語
認
識
」（śābdabodha

）
の
枠
組
み
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
得
な
い
と
い
う
視
点
に
立
脚
し
た
姿
勢
に
一
貫
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
象
世
界
を
〈padārtha

〉
な
る
実
在
と
し
て
認
め
る
実
在
論
者
で
あ
る
彼
が
イ
ン
ド
新
論
理
学
派
の
立
場
で
こ
の

〈saṃ
skṛta

〉
な
る
現
象
世
界
の
世
界
認
識
の
枠
組
み
を
紐
解
く
主
要
な
手
段
と
し
て
「
推
理
」
を
導
入
し
て
く
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
こ

と
が
容
易
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
読
者
に
は
、
正
統
派
、
非
正
統
派
の
区
別
を
問
わ
ず
、
諸
学
派
の
認
め
る
イ
ン
ド
認
識
論

に
お
け
る
〈
こ
と
ば
〉
を
め
ぐ
る
思
想
展
開
に
着
眼
し
つ
つ
、
そ
れ
と
同
時
に
、
イ
ン
ド
思
想
に
お
け
る
最
も
重
要
な
〈darśana

〉
と
い

う
概
念
と
そ
の
〈darśana
〉
を
誘
発
す
る
〈yoga

〉
と
い
う
概
念
と
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
如
何
な
る
実
践
に
よ
っ
て
そ
れ

ら
諸
概
念
が
展
開
す
る
の
か
を
明
確
に
考
慮
し
つ
つ
当
該
書
籍
に
触
れ
る
こ
と
を
推
奨
し
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
象
世
界

と
い
う
世
界
認
識
の
枠
組
み
に
お
け
る
「
解
脱
」
と
い
う
概
念
を
め
ぐ
る
行
為
形
態
と
し
て
の
イ
ン
ド
思
想
を
よ
り
一
層
に
楽
し
め
る
こ

と
と
な
ろ
う
。
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